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座標平面上で，放物線 y = x2 を C とする。曲線 C 上の点 Pの x 座標を a とする。点 Pにおける C の

接線 ℓ の方程式は

y = アイ x− a ウ

である。a \= 0 のとき直線 ℓ が x 軸と交わる点を Qとすると，Qの座標は エ

オ
, カ


である。a > 0 のとき，曲線 C と直線 ℓ および x 軸で囲まれた図形の面積を S とすると

S = a キ

クケ

である。

解説動画

https://methodology.site/ 
https://methodology.site/1-12-formula/
https://youtu.be/XaLuv7_73tg

